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関 係 法 令
法 律
第 89号 国立教育会館法 39. 6. 1官報
第 110号 学校教育法の一部を改正する法律
39. 6. 19官報
政 令
第175 号 学術奨励審議会令の一部を改正する政令
39. 6. 4官報
省 令
文部 18 号 日本育英会が特別貸与を行う場合の認定方
法に関する省令の一部を改正する省令
39. 6. 5 官報
大蔵33 号 国家公務員宿舎法施行規則の一部を改正す
規 則
る省令 39. 6. 1官報
人事院 14- 10 オリンピック東京大会の運営の業務に従
事する職員の職務に専念する義務の免除
に関する規則 39. 6. 17官報
告 示
文部 130号 文部省共済組合運営規則の一部を改正する
件
39. 6. 3官報
報 第 5 5 号
官庁報告
内 閣 人事院 の業務状況報告（年次報告〉
39. 6. 10官報
法律第 110号 (39. 6. 19) 
学校教育法の一部走改正する法律
学校教育法（昭和22年法律第26号） の一部を次のように
改正する。
第4条中「及び夜間その他特別の時間」を，夜間その他
特別の時間Jに， 「並びに通信による教育」を「及び通信
による教育」に， 「並びに大学の学部及び大学院」 を
「，大学の学部及び大学院並ひVこ第69条の2第2項の大学の
学科」に改める。
第67条中「第5 7条第 2項に規定する者」を「第5 2条の大
学を卒業した者又は監督庁の定めるところにより，これと
同等以上の学力があると認められた者」に改める。
第69条の次に次の 条を加える。
第69条の2 大学は，第四条に掲げる目的に代えて，深く
専門の学芸を教授研究し，職業又は実際生活に必要な能
力を育成することをおもな目的とすることができる。
前項に掲げる目的をその目的とする大学は，第5 5 条第
l項の規定にかかわらず， その修業年限を2 年又は 3 年
とする。
前項の大学は， 短期大学と称する。
第 2項の大学には，第5 3条及び第5 4条の規定にかかわ
らず，学部を置かないものとする。
第 2項の大学には，学科を置く。
第 2項の大学には，夜間において授業を行なう学科を
置くことができる。
第 2項の大学を卒業した者は，監督庁の定めるところ
により，第5 2条の大学に編入学することができる。
第62条及び第63条の規定は，第 2項の大学については
適用しない。
第 109条及び第 110条を次のように改める。
第109条及び第110条 削除
附 則
（施行期日）
1 この法律は，公布の日から施行する。
（註・公布φ日一昭和39年8月19自〉
（経過措置）
2 改正前 の学校教育法（以下「旧法」という。） 第109条
第 1項の規定による大学は，改正後の学校教育法（以下
「新法」という。） 第69条の2 第 2項の大学として設置
されたものとみなす。
（以下省略〉
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諸 会
第3回 評議会 （6月2 6日）
（議題）
議
1. 昭和38 年度決算及び昭和39年度予算配分案につい て
人 事
現 官 職 ｜ 氏 名 ｜ 異
...... -r 
第4困 評議会 （6月30日）
（議題〉
1 .  昭和40年度歳出概算要求につい て
異 動
動 内 行谷モ， ｜ 発令年月日 ｜ 発 令 庁
富
事 務
山 大
局
学
長 ｜｜ 菅 沼 隆 ｜｜ 神戸大 学 事務局長に配置換する 1 39. 6.1 1 1 文 部 省
岡
院事
山大
務
学
部 長
附属病
有 国 文 雄 ｜｜富山大 学 事務局長に配置換する // It 
佐 伯 弘 子 ｜ 教務員（工 学部）に採用する I 39. 6.16 1 富山大 学
小 倉 玄 吾 ｜富山大学助教授（ 教育学部）に採用する 1 39. 7. 1 l文 部 省
学 内 諸 報
学 位 取 得 者
文理学部 助教授 梅原隆章
学位の名称、
京都大 学文学 博士
学位記の番号 論 文博 第6号
It 授与の日付 昭和39 年6月2 3日
。 論 文題目
〔主論 文〕
・近世真宗史の
諸問題
〔参考論 文〕 ＝既刊著書 2 部 ＝
・親鴛伝の諸問題
・真宗史の諸問題
論 文 調査担当者 主査 赤松俊秀
副査 小葉 田淳 他2名
技能職員の受賞
薬学部 技能員川文忠次郎氏（同学部 遠久栗寮勤務 ）は，
このほどその業績が認められ下記のと おり
表彰された 。
記
表 彰
状
川文忠次郎殿
あ なた は 第 4回食品衛 生功労者表彰審査の結果永年食
品衛生向上のた め献身努力せられその功
績
は誠に大 で
ある と 認められたので
まま
に之 を表彰します 。
昭和39年6月1 2日
富山県富山保健所長 長谷田祐作
富山県食品協会富山支 部 長 水野 武義
事務局長の異動
別記人事異動欄のと おり6月11 日 付で 本 学 事務局長の交
迭があ った 。 これは， 中村大阪大 学 事務局長が
国立 教育会
館の常勤 理 事に 就任した のに 伴なう
異動による もので，田
中神戸大 学 事務局長が大阪大 学へ， その後任に本 学から菅
沼 事務局長が転出。 ま た，本 学へは岡山大 学から医 学部 附
属病院事務部 長の有国 文雄氏が着任された 。
なお， これで6月11日 現在における，元 本 学 に勤務した
事務局長および課長等の消息は次のよう になった 。
元 事務局長 吉田 勇 電気通信大 学 事務局長
。 田中 喜彦 大阪大 学 // 
，， 
菅沼
隆 神戸大 学 。
元庶務課長 五十嵐 淳 名古屋大 学 経 理部 長
。 小原太嘉之助 // 庶務部 長
，， 村上 虎太 東京 学芸大 学庶務課長
元 会計課長 五十嵐 尚 神戸大 学 会計課長
，， 藤野 博次 弘前大 学 // 
元施設課長 山田 啓祐 北海道大 学 施設部 長
。 寺西 礼一 神戸大学 施設課長
元 学生課長 紺野 定 三 静悶大 学
厚生課長
// 鈴木定次郎 神戸大 学 学生課長
昭和40年度富山大学大学院
薬学研究科学生募集要項（抜華〉
① 募集人員
2 0 名
専攻科目別募集予定 人員
次の各専攻科目ごと に約2 名づっ
薬化 学， 薬品分析 化学，生 薬学，薬品物理 化学，
-2-
報
薬 品合成化学 ， 衛 生化学 ，薬 剤学 ，薬 品生物化学 ，
薬 物学 ，
薬 品製造学
② 入学志願資格
(I）大学 を卒業した者文は昭和40年 3 月 卒業見込の者
(2）及び （3）略
③ 出願期間
昭和39年8月17日（月）～昭和39年9月16日（ 水）
（郵送 の場合も最終日ま でに必着のこと）
① 出願手続
(1) 次の書類を取
揃え出 身大学 を 経由して定められた
期日までに提出 する こと。
イ 入学 願書， 口 調査書， ハ 健康診断証明
書， ニ 入学 検定料（1,500円）， ホ 写真（
2
葉）， へ 受験許可（忌認 ）書， ト 返信用封
筒( 1通）
(2) 入学 願書の郵送は書留とし「大学 院入学 願書」と
朱書する こと。
(3) 及び （4） 略
(5) 出 願書類等の提出 先
富山大学 薬学部学 務 係（富山市五福3190)
① 選抜方法
筆記試験， 口述試験，健康
診断 及び 調査書の各成績を総
合して判定する。
(1) 筆記試験及び 口述試験科目
イ， 筆記試験＝薬学 専門科目全般（10聞 のうち第
1・
2志望の専門科目を含めて5 聞を選択解答
並び に外国語〉 について筆答により検査する。
ロ， 口述試験＝薬学 専門科目並び にその他の事 項
について行 なう。
(2) 検査期日
I 10時～11時30分 I 13時～16時
9
月21日（月） ｜ 外 国 語 ｜ 専 門 科 目 ｜
9月
22
日（火） ｜ 口 述 試 験 ｜ （健康診断 ） ｜ 
(3) 検査場所
富山大学 薬学部（富山市五福3190)
①合格発表
昭和39年 9 月
2
6日（土）正午富山大学薬学 部 事務 室前に
掲示する とともに本 人 宛通知する。
⑦ 注意事項
(1) 出 願手続後の書類訂正，変更， 検査料 の払民し並
び に提出 書類等の返却等には応じ ない。
(2) 出 願書類等に偽り の記載及び 申告に不正を 発見し
たときは判定により これを除外する。
(3
) 本募集 による 選考の結果欠員を生じ
た
ときは3 月
に補欠 募集を行う。
〔注〕
入学 志願に関する 詳細は， 同研究科で交付され
る 「学 生募集 要項」 によって承知されたい。
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職 員 j南 息
く新任者住所〉
事務局 長 有国 文雄
文理学部
助 教 授 間野 潜龍
技能員 大森 貞夫
工学 部
教 務 員 佐伯 弘 子
＜住所変更＞
事 務 局
事 務 官 清 水
寛
文理学部
講 師 上野 英雄
教育学 部
事 務 官 中田 昭嘩
工学 部
助 教 授 中谷 秀夫
荻
宮 坂下 和 子
附属図書 館
事 務 官 関場 貞 子
。 秋元 国男
く住所地名変更＞
事 務 局
事 務 官 吉田 茂
く電話新設＞
薬 学 部
教 授 山崎 高応
主 要 日 誌
音E
6 月 2日 庶務 係長会議
3 日 腸・パラチフス予防接種
5・6日 東海 北陸地区国立大学 長会議（名工大 ）
8 日 文理学部改組問題（ 東大安田
講堂）
9 日 原 子力同位元素委員会
11日 事務 協 議会（第 3田）
13日 文理
学部改組問題，学 長懇談会（文部省）
。 学 生相談所委員会
。 教職員組合総会
15～17日 後援会研修旅行（新潟〉
16日 国立学 長会議（ 国立教育会 館〉
。 国大協第3・4常置合同委員会
17・18日
国大協 総会（第3
2回
・日本学 術会議講堂）
昭 和 39 年 6 月
6月18日 X線間接撮影
19日 国立大学長会議（国立教育会館）
。 認定講習委員会（富山荘）
品」匙寸ー
20日 電子計算機室設立準備委員会（第 4回）
20・21日 健康保険全国勤労者陸上競技大会
20～26日 国立大学幹部職員研修会
23日 菅沼事務局長送別会
23・24日 全国小中学校学力調査
25日 事務協議会（第 4回）
26日 評議会（第 3回）
27日 補導協議会（第 4回）
29日 レクリェーション委員会
。 建築委員会
30日 評議会（第 4回）
｜文理学部｜
6月3 日 腸・ パラチフス予防接種
8 日 学部図書委員会
10日 教授会
17日 0
I/ 職業補導委員会
23日 学部予算委員会
24日 立山研究室運営委員会
I/ 学部同窓会理事会
｜教育学部｜
6月6 日 中部教育学会大会
9 日 選考委員会
10日 教務委員会
11日 選考委員会
12日 人事教授会
17日 学部補導委員会
，， 定期健康診断ex線間接撮影）
23日 選考委員会
It 附属小・中学校学力調査
24日 附属中学校学力調査（第2日）
// 職業補導委員会
25日 予算委員会
30日 選考委員会
｜経済学部｜
6月2 日 職業補導委員会
4 日 人事教授会
9 日 職業補導委員会
11日 教務委員会
I/ 教授会（第 5回）
，， 経済・短大合同委員会
16日 職業補導委員会
16・17日 国立大学経済学部長会議・同事務長会議
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（小樽商科大学）
17日 越嶺会関西支部総会（大阪市高島屋）
18日 学部補導委員会
22日 ，， 図書委員会
23日 職業補導委員会
25日 教務委員会
，， 
。
，， 
日
一
薬一
nu－ 
円六VFEE－－ －L
教授会（第 6回）
学部図書委員会
経済・短大合同委員会
際一学一
顎一部一
補
一
員’ーーA）A 
6月1 日 教授会
10日 カリキュラム委員会
13日 学年 別球技大会
15日 カリキュラム委員会
17日 職業補導委員会
19日 定期健康診断X線間接撮影
22日 4年次学期末試験（30日まで）
23日 カリキュラム委員会
24日 教授会， 薬学研究科委員会
28日 日本薬学会北陸支部例会〈金沢大学）
30日 4年次学生X線直接撮影
｜エ 学 部 ｜
6月 3 日 化学工学科に関する懇談会
5 日 定期健康診断
8 日 学部レクリェーション運営委員会
12日 専任教授会
17日 一般教授会
24日 新技術開発事業団説明会
278 徳島大工学部事務長来学
｜経営短期大学部1
6月5 日 教官会議
11日 経済・短大合同委員会
20日 学友会総会
25日 経済・短大合同委員会
26日 教官会議
昭和39年8月10日
印刷所
安 倍 印 刷 臨
